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私
が
奈
女
大
文
学
部
地
理
学
科
を
卒
業
し
た
の
は
昭
和
三
十
四
年
、
す
で
に

六
十
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
今
頃
に
な
っ
て
学
生
時
代
の
こ
と
を
い
ろ
い

ろ
思
い
出
さ
せ
る
こ
と
が
続
き
ま
し
た
。

地
理
学
科
に
は
、
「
明
日
香
」
と
い
う
同
窓
会
が
あ
り
、
毎
年
総
会
と
会
誌

の
発
行
を
続
け
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
会
誌
が
今
年
で
五
十
号
と
い
う
節
目

を
迎
え
た
の
で
、
記
念
号
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
編
集
委
員

か
ら
写
真
の
提
供
の
呼
び
か
け
が
あ
り
、
私
も
学
生
時
代
の
写
真
や
子
供
連
れ

で
出
席
し
た
「
明
日
香
」
の
総
会
の
写
真
な
ど
を
送
り
ま
し
た
。
先
月
そ
の
五

十
号
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
資
金
の
関
係
で
、
相
変
わ
ら
ず
質
素
な
出
来
上

が
り
で
す
が
、
と
て
も
充
実
し
た
内
容
の
あ
る
記
念
誌
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
私
が
入
学
し
て
す
ぐ
に
、
高
校
の
先
輩
（
史
学
科
三
回
生
）
が
或
る

庭
園
見
学
に
誘
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
国
立
奈
良
文
化
財
研
究
所

建
造
物
研
究
室
長
の
森
蘊
（
も
り
お
さ
む
）
先
生
が
案
内
し
て
下
さ
る
も
の
で
、

奈
女
大
の
卒
業
生
や
在
校
生
十
数
人
の
集
ま
り
で
し
た
。
森
先
生
は
知
る
人
ぞ

知
る
日
本
庭
園
史
研
究
の
大
家
（
特
に
平
安
時
代
）
で
、
桂
離
宮
や
修
学
院
離

宮
な
ど
ど
こ
で
も
先
生
と
一
緒
な
ら
フ
リ
ー
パ
ス
。
先
生
と
の
交
流
は
卒
業
後

も
ず
っ
と
続
き
ま
し
た
。

一
昨
年
の
夏
、
平
城
宮
跡
資
料
館
で
、
「
奈
良
を
測
る

森
蘊
の
庭
園
研
究

と
作
庭
」
の
展
示
が
あ
り
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
高
橋
千
奈
津
氏
か
ら
案
内

を
い
た
だ
い
た
の
で
、
仲
間
四
人
で
参
観
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
森
先
生
の

論
文
の
研
究
を
し
て
お
ら
れ
る
京
産
大
の
マ
レ
ス
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
先
生
に
お

会
い
し
、
森
先
生
の
思
い
出
を
書
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
に
は

「
今
更…

」
と
い
う
気
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
学
生
時
代
か
ら
の
記
憶
を
何
と

か
手
繰
り
寄
せ
、
拙
い
文
を
つ
づ
り
ま
し
た
。
昨
年
末
に
「
『
庭
ひ
と
す
じ
』

の
人
～
森
蘊
先
生
の
思
い
出
」
が
上
梓
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

八
十
歳
代
半
ば
に
も
な
る
と
、
心
身
の
衰
え
は
如
何
と
も
し
が
た
い
で
す
が
、

自
治
会
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
た
り
、
二
〇
〇
五
年
に
豊
岡
で
放
鳥
さ
れ
た

コ
ウ
ノ
ト
リ
た
ち
の
そ
の
後
の
ニ
ュ
ー
ス
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
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令
和
四
年
六
月
四
日
（
土
）
、
令
和
四
年

度
佐
保
会
兵
庫
県
支
部
総
会
が
、
三
年
ぶ
り

に
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
対
策
を

徹
底
し
た
う
え
で
の
対
面
開
催
に
三
十
五
名

の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
は
、
こ
の
一
年
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々

へ
の
黙
祷
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
門
脇
支
部

長
の
挨
拶
の
後
、
議
事
に
移
り
、
す
べ
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
お
祝
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
卒
寿
の
お
慶
び
は
七
名
、
卒
業
後
五
十

五
年
の
お
慶
び
は
二
十
二
名
の
方
が
対
象
で

あ
り
、
卒
業
後
五
十
五
年
の
柳
瀬
様
、
酒
居

様
、
瑞
宝
双
光
章
叙
勲
の
正
岡
様
が
出
席
さ

れ
、
三
名
の
皆
様
か
ら
お
言
葉
を
頂
戴
し
、

ご
一
緒
に
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
特
別
企
画
第
一
部
は
、
奈
良
女
子

大
学
学
長
の
今
岡
春
樹
氏
に
よ
る
「
大
学
の

現
状
に
つ
い
て
」
第
二
部
は
義
太
夫
節
三
味

線
奏
者
の
鶴
澤
友
球
氏
に
よ
る
演
奏
で
し
た
。

最
後
に
女
高
師
校
歌
を
斉
唱
し
、
支
部
総

会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

ご
出
席
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
皆
様
方
の
、

お
元
気
な
お
顔
を
拝
見
で
き
、
本
当
に
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
も
、
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆
様
と
、

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。
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令
和
四
年
度

佐
保
会
兵
庫
県
支
部
総
会

令
和
四
年
六
月
四
日
（
土
）
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
神
戸

卒業後55年の酒居様（左）と柳瀬様（右）

瑞宝双光章

叙勲の正岡様

総
会
次
第

物
故
者
に
対
し
黙
祷

一

開
会
の
こ
と
ば

二

支
部
長
あ
い
さ
つ

三

新
入
会
員
紹
介

四

議
長
選
出

五

議
事

①
令
和
３
年
度

事
業
報
告

②
令
和
３
年
度

収
支
決
算
報
告
お
よ

び
会
計
監
査

③
令
和
４
年
度

役
員
承
認
お
よ
び
紹
介

④
令
和
４
年
度

事
業
計
画(

案)

⑤
令
和
４
年
度

収
支
予
算(

案)

⑥
そ
の
他

六

記
念
品
贈
呈

卒
寿
の
お
祝
い(

昭
和
二
八
年
卒
）

卒
業
後
五
五
年
の
お
祝
い(

昭
和
四
二
年
卒)

叙
勲
の
お
祝
い(

正
岡
康
子
氏)

七

報
告

①
一
般
社
団
法
人
佐
保
会
お
よ
び
奈
良

女
子
大
学
同
窓
会
佐
保
会

②
そ
の
他

八

特
別
企
画

第
Ⅰ
部

大
学
の
現
状
に
つ
い
て

お
話

奈
良
女
子
大
学

学
長

今
岡

春
樹
氏

～
会

食
～

第
Ⅱ
部

浄
瑠
璃
ラ
イ
ブ

義
太
夫
節
三
味
線

鶴
澤

友
球
氏

九

奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
校
歌

斉
唱

十

閉
会
の
こ
と
ば

◆ 令和５年度支部総会ご案内 ◆

〇日時：令和５年６月３日（土）

〇会場：ホテルクラウンパレス神戸

〇講演：黒川伊保子さん

～ 皆様、ぜひご参加ください ～



今
岡
学
長
か
ら
は
、
令
和
四
年
四
月
か
ら

の
変
革
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
法
人
統
合
で
す
。
国
立
大
学
法
人

奈
良
国
立
大
学
機
構
を
つ
く
り
、
そ
の
傘
下

に
奈
良
女
子
大
学
と
奈
良
教
育
大
学
が
入
り

ま
し
た
。
新
し
い
法
人
は
阪
急
阪
神
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
よ
う
な
も
の
で
、
本
学
の
名

称
も
奈
良
女
子
大
学
の
ま
ま
で
す
。

学
長
は
、
奈
良
の
地
を
「
石
を
投
げ
れ
ば

博
士
に
当
た
る
」
と
こ
ろ
に
し
た
い
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
法
人
統
合

は
、
奈
良
カ
レ
ッ
ジ
ズ
と
呼
ぶ
新
し
い
タ
イ

プ
の
高
等
教
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
国
立

で
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
、
奈
良
文
化
財
研

究
所
、
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
、

奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
、
そ
の
他
民
間
企

業
や
そ
の
研
究
所
な
ど
で
タ
ッ
グ
を
組
ん
で

い
ま
す
。

次
に
、
女
子
大
学
と
し
て
、
全
国
初
の
工

学
部
の
設
置
で
す
。
入
学
定
員
四
十
五
名
、

三
年
次
編
入
学
十
名
で
す
の
で
、
四
回
生
ま

で
揃
う
と
二
百
名
規
模
に
な
り
ま
す
。
通
常
、

工
学
部
に
お
け
る
女
子
学
生
比
率
は
十
パ
ー

セ
ン
ト
程
度
な
の
で
、
二
千
名
規
模
の
大
き

な
工
学
部
が
で
き
た
こ
と
に
匹
敵
す
る
と
力

説
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
工
学
部
の
立
ち
上
げ
に
は
、
教

育
の
た
め
の
人
材
・
設
備
が
必
要
で
そ
の
経

費
は
莫
大
で
す
。
そ
の
た
め
、
先
述
し
た
奈

良
カ
レ
ッ
ジ
ズ
の
皆
さ
ん
か
ら
、
講
義
や
施

設
な
ど
の
多
大
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
奈

良
を
創
業
の
地
と
し
、
世
界
屈
指
の
工
作
機

械
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精
機
株
式
会

社
と
包
括
協
定
を
締
結
し
、
専
門
科
目
へ
の

講
師
派
遣
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
考
案
、
実

習
で
の
工
場
使
用
、
工
学
部
棟
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
な
ど
の
支
援
を
受
け
て
い
る
こ
と

を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
長
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
奈
良
の
地

で
、
大
学
や
企
業
な
ど
が
連
携
し
て
、
女
性

の
研
究
者
や
技
術
者
教
育
を
加
速
し
、
工
学

系
人
材
の
多
様
性
と
技
術
力
の
底
上
げ
に
貢

献
す
る
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
解
消
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
母
校
が
、
工
学

系
女
性
の
活
躍
の
拠
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
、
心
が
躍
り
、
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
も
な

り
ま
し
た
。

も
っ
と
お
聞
き
し
た
い
と
い
う
会
場
の
雰

囲
気
の
中
、
名
残
を
惜
し
み
な
が
ら
の
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

鶴
澤
友
球
さ
ん
は
、
滋
賀
大
学
の
ご
出
身

で
、
ピ
ア
ノ
の
勉
強
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

大
学
時
代
の
恩
師
に
「
音
楽
は
五
線
譜
だ
け

で
は
な
い
、
あ
な
た
の
地
元
淡
路
に
は
、
素

晴
ら
し
い
音
楽
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
音
楽
教
育
学
の
視
点
か
ら

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
伝
承
に
関
す
る
研
究
を

始
め
、
義
太
夫
節
に
傾
倒
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
人
間
国
宝
鶴
澤
友
路
師
匠
に
弟

子
入
り
し
、
入
門
か
ら
三
年
の
平
成
十
五
年

に
芸
名
を
拝
名
。
以
降
、
公
演
、
後
進
の
指

導
と
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
奈
良
女
と
い
う
こ
と
を
お
考
え

下
さ
り
、
奈
良
の
地
が
舞
台
の
「
壺
坂
観
音

霊
験
記

山
の
段
」
を
選
び
、
迫
力
あ
る
弾

き
語
り
を
ご
披
露
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

用
い
た
三
味
線
は
、
「
太
棹
（
ふ
と
ざ
お
）
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
普
通
の
三
味
線
よ
り

形
が
大
き
く
、
弦
が
太
い
た
め
、
音
は
低
く

大
き
く
響
き
、
そ
の
音
色
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。
途
中
、
語
り
の
体
験
指
導
を
行
な
わ
れ
、

参
加
者
二
名
が
果
敢
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

わ
か
り
や
す
く
詳
し
い
解
説
と
共
に
、
登

場
人
物
の
心
情
や
状
況
を
力
強
く
多
彩
に
表

現
さ
れ
る
演
奏
に
、
深
く
感
銘
を
受
け
た
貴

重
な
時
間
で
し
た
。
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特
別
企
画

第
一
部

大
学
の
現
状
に
つ
い
て

奈
良
女
子
大
学
学
長

今
岡
春
樹
氏

特
別
企
画

第
二
部

義
太
夫
節
三
味
線

鶴
澤
友
球
氏

つ
る
さ
わ　

と
も
じ
ゅ

令和４年度新入会員の皆様 25名



佐
保
会
兵
庫
県
支
部
の
皆
さ
ま
に
は
、

日
頃
よ
り
本
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
禍
も
三
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
生
活
に
も
よ
う

や
く
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一
日
も
早
く

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
呼
べ
る
日
常
が
も
ど
っ

て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

二
年
間
、
中
止
や
延
期
の
続
い
て
い
た

支
部
活
動
も
、
令
和
四
年
度
は
、
ほ
ぼ
す

べ
て
の
活
動
を
対
面
で
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
総
会
、
地
区
リ
ー
ダ
ー
会
、

睦
会
、
そ
し
て
楪
の
会
、
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
が
、
再
会

を
喜
び
合
い
、
「
楽
し
か
っ
た
」
と
口
々

に
話
さ
れ
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
近
畿
二
府
三
県
が
順
に
本
部
と

共
催
す
る
佐
保
塾
史
跡
め
ぐ
り
を
十
一
月

十
一
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
四
十
八
名
の

参
加
を
得
て
、
秋
晴
れ
の
も
と
、
ガ
イ
ド

さ
ん
に
神
戸
旧
居
留
地
を
案
内
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
後
日
、
県
外
か
ら
参
加
さ
れ

た
Ｓ
四
七
年
卒
の
方
か
ら
「
・
・
・
昼
食

で
は
、
十
三
年
先
輩
の
お
二
人
と
同
席

で
き
、
美
し
く
、
お
元
気
な
ご
様
子
に

こ
れ
か
ら
先
の
希
望
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
改
め
て
佐
保
会
の
良
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
・
・
・
」
と
メ
ー
ル
が

あ
り
ま
し
た
。

脳
裏
に
残
る
奈
良
の
原
風
景
は
、
大

学
の
正
門
や
記
念
館
、
教
室
や
寮
で
あ
っ

た
り
、
人
気
の
な
い
奈
良
公
園
で
あ
っ

た
り
、
人
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
か
つ
て
同
じ
キ
ャ

ン
パ
ス
で
学
ん
だ
佐
保
会
員
に
は
今
も

脈
々
と
続
く
奈
良
の
原
風
景
で
す
。
そ

れ
ら
を
共
有
す
る
同
窓
生
が
、
顔
を
合

わ
せ
て
話
を
し
、
お
互
い
に
思
い
を
寄

せ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
あ
り
が
た
さ
を

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
し
み
じ
み
と

噛
み
し
め
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
も
総
会
を
始
め
さ
ま
ざ

ま
な
支
部
活
動
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ん
だ
多
く
の
会

員
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

お
会
い
で
き
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

令和5年2月1日 佐保会兵庫県支部だより 第46号(4)

令和３（2021）年度事業報告

3年6月12日（土）支部総会（書面による）

8月22日（日）第27回地区リーダー会（中止）

地区名簿、もより会補助金、アンケート結果等を地区リーダーへ送付

10月26日（火）第45回睦会（令和4年に延期）

4年2月 1日（火）「支部だより」第45号発行（神戸市北区担当）

2月25日（金）『佐保会報』『Today』『支部だより』等全会員に発送（1222通）

3月 5日（金）「支部だより」引き継ぎ会（神戸市北区→神戸市須磨区）

3月26日（土）会計監査

令和４（2022）年度事業計画

4年6月 4日（土）支部総会（ホテルクラウンパレス神戸）

8月27日（土）第27回地区リーダー会（ウィズあかし）

10月20日（木）第45回睦会（楠公会館）（昭和52年卒業者担当）

11月11日（金）佐保塾史跡めぐり（神戸旧居留地）

5年2月 1日（水）「支部だより」第46号発行（神戸市須磨区担当）

2月25日（土）『佐保会報』『Today』『支部だより』等全会員に発送

「支部だより」引き継ぎ会（神戸市須磨区→神戸市垂水区）

3月25日（土）会計監査

＜参考＞ 令和５（2023）年度について

（１）「支部だより」第47号、編集は神戸市垂水区の担当

（２）「第46回睦会」のお知らせ(昭和53年卒業者の担当)

日時：令和5年10月19日（木）11：30～ 場所：楠公会館 ※案内は９月頃に送付します。

ご
挨
拶

支
部
長門

脇
千
里
（
Ｓ
53
家
食
）



（5）第46号 佐保会兵庫県支部だより 令和5年2月1日



(7)第 46 号 佐保会兵庫県支部だより 第 46 号(6) 

 

  

令
和
四
年
の
春
、
高
校
の
家
庭
科
の
授
業
で
「
金
融
教
育

が
始
ま
る
」「
投
資
に
つ
い
て
学
習
す
る
」
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ス

で
騒
が
れ
ま
し
た
。
ま
た
四
月
か
ら
改
正
民
法
が
施
行
さ
れ

「
十
八
歳
成
年
」
と
な
り
、「
契
約
時
の
注
意
喚
起
」
と
共
に

こ
の
こ
と
は
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
家
庭
科
と
い
う
教
科
ほ

ど
、
そ
の
時
代
の
社
会
的
要
請
を
受
け
て
変
化
し
て
き
た
教

科
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
こ
で
家
庭
科
の
学
習
指
導
要
領
の
変
遷
と
、
社
会
の
変

化
を
図
で
表
し
ま
し
た
。
学
習
指
導
要
領
と
は
、
全
国
ど
こ

の
学
校
で
も
一
定
の
水
準
が
保
て
る
よ
う
に
文
部
科
学
省

が
定
め
て
い
る
基
準
で
す
。
お
よ
そ
十
年
に
一
度
改
訂
さ
れ
、

教
科
書
や
時
間
割
は
こ
れ
を
基
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

新
制
高
等
学
校
と
な
っ
た
後
、
昭
和
二
三
年
の
学
習
指
導

要
領
で
は
、
実
業
科
の
「
家
庭
」
だ
っ
た
教
科
が
一
九
六
〇

年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
に
独
立
し
、
女
子
の
み
の
必
修
科

目
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
う
性
別
役
割
分
業
に
基
づ
く
家
族
像
が
一
般
的
と
さ

れ
ま
し
た
。「
男
女
平
等
」
の
流
れ
を
受
け
て
、
平
成
六
年
か

ら
家
庭
科
４
単
位
が
男
女
共
に
必
修
と
な
り
、
現
在
43
歳

以
下
の
男
性
は
高
等
学
校
で
家
庭
科
を
学
習
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
、
父

親
の
育
児
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。 

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
か
ら
「
家
庭
情
報
処
理
」
と
い
う
科
目

が
家
庭
科
の
中
に
入
り
、
情
報
科
が
新
た
に
で
き
て
も
残 

留
し
、
平
成
二
一
年
の
改
訂
で
移
行
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

急
速
な
高
齢
化
の
た
め
、「
家
庭
一
般
」
に
「
高
齢
者
の
生
活

と
福
祉
」
が
登
場
し
、
福
祉
が
学
習
内
容
に
入
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
平
成
十
一
年
公
示
の
学
習
指
導
要
領
に
よ
っ
て

家
庭
科
の
必
修
単
位
が
半
分
の
２
単
位
へ
減
ず
る
学
校
が

増
え
、
現
在
で
は
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
方
で
、
教
育
内
容
は
「
食
育
」「
消
費
者
教
育
」

「
金
融
教
育
」「
環
境
教
育
」
な
ど
が
重
点
化
さ
れ
、
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
金
融
教
育
は
、「
経
済
」
と
い
う
概
念
的
な
内

容
で
は
な
く
、「
お
金
を
管
理
・
運
用
」
す
る
と
い
う
主
体
的

実
践
的
内
容
と
い
う
こ
と
で
、
公
民
科
よ
り
家
庭
科
で
行
う

と
さ
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
授
業
時
間
の
中
で
、
生
徒
の
興

味
関
心
が
湧
き
、
効
果
的
な
指
導
と
な
る
よ
う
に
工
夫
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
県
立
高
校
で
も
、
令
和
四
年
度
入
学

生
か
ら
全
員
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
授
業
に
臨
ん
で
い
る

た
め
、「
ト
ー
ク
＆
チ
ョ
❘
ク
」
の
形
態
か
ら
進
化
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
私
立
学
校
の
教
職
経
験
を
お
持
ち
の
方
に
「
家

庭
科
教
育
」
に
つ
い
て
の
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

図
・
文
責 

中
村 

真
理
子
（
Ｓ
61
家
生
） 

 

 

岡
本(

北
田)

 

京
子
（
Ｈ
元
家
修
生
） 

家
庭
科
の
男
女
共
修
が
始
ま
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
平
成

元
年
、
私
は
母
校
神
戸
女
学
院
に
家
庭
科
教
員
と
し
て
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
「
環
境
教
育
」
が
注
目
さ
れ
始
め
た

頃
で
、「
ゴ
ミ
の
減
量
、
分
別
の
必
要
性
、
環
境
に
配
慮
し
た

生
活
」
な
ど
を
授
業
で
も
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
七
年
に
阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
、
住
宅

の
安
全
、
災
害
へ
の
備
え
な
ど
の
授
業
に
も
力
を
入
れ
ま
し

た
。
た
だ
、
そ
の
後
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
、
本
校
で

は
家
庭
総
合
４
単
位
か
ら
家
庭
基
礎
２
単
位
と
な
っ
た
た

め
、
教
え
る
内
容
も
以
前
よ
り
は
減
ら
さ
ざ
る
を
え
な
い
の

が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。 

授
業
形
態
は
、
板
書
ス
タ
イ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ラ
イ
ド

や
ビ
デ
オ
な
ど
の
視
聴
覚
教
材
を
使
い
、
特
に
実
習
の
手
順

を
あ
ら
か
じ
め
家
庭
用
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
っ
て
生
徒
に

見
せ
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
豊
富
な
デ
ー

タ
や
実
習
の
作
業
手
順
の
説
明
に
は
、
教
科
書
の
QR
コ
ー

ド
を
生
徒
が
各
自
読
み
取
る
こ
と
で
、
繰
り
返
し
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
便
利
に
な
っ
た
な
と
感
じ
ま
す
。 

令
和
四
年
度
の
高
校
一
年
生
よ
り
、
家
庭
科
で
金
融
教
育

を
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
授
業
風
景
を
報
道
す
る

メ
デ
ィ
ア
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
家
庭
科
教
育

で
全
く
扱
わ
な
か
っ
た
分
野
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

NISA

やiDe
Co

等
の
違
い
を
教
え
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、

自
分
が
将
来
に
向
け
て
「
い
か
に
生
き
る
か
」
、
そ
れ
に
「
備

え
る
か
」
と
い
う
視
点
が
な
け
れ
ば
単
な
る
マ
ネ
ー
講
座
に

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
家
庭
科
で
教
え
る
内
容
は
時
代
と

共
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
何
で
も
手
作
り
が
必
要
な
時
代
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
既
製
品
を
選
択
す
る
力
も
大
切
で
す
。

ま
た
そ
の
選
択
が
日
本
に
限
ら
ず
国
際
社
会
に
ど
う
い
う

影
響
を
与
え
る
の
か
想
像
す
る
力
も
育
て
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

将
来
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
む
と
も
、
日
々
の
「
生
活
」

は
つ
い
て
回
り
ま
す
。
生
活
者
ひ
と
り
一
人
の
消
費
行
動
が

社
会
を
動
か
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
折
り
に
触
れ
て
伝

え
て
い
ま
す
。
今
の
時
代
、
ス
マ
ホ
さ
え
あ
れ
ば
何
も
怖
い

も
の
は
な
い
、
ど
こ
で
も
生
き
て
い
け
る
、
く
ら
い
に
思
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。
し
か
し
、
人

は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
こ
と
、
家
族
の
み
な
ら
ず
、

他
者
と
の
関
わ
り
を
積
極
的
に
持
ち
、
大
事
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
な
ど
哲
学
的
な
話
も
し
ま
す
。
人
の

一
生
の
営
み
す
べ
て
に
関
わ
る
教
科
、
そ
れ
が
「
家
庭
科
」

で
す
。
そ
の
魅
力
を
生
徒
に
伝
え
た
い
、
と
日
々
努
力
し
て

い
ま
す
。 

 

 

 
 
 

布
村 

沢
子
（
Ｓ
61
家
生
） 

今
か
ら
十
五
年
前
、
当
時
家
庭
科
未
履
修
問
題
で
揺
れ
て

い
た
中
高
一
貫
の
男
子
校
で
あ
る
灘
校
に
非
常
勤
講
師
と

し
て
勤
務
す
る
事
に
な
っ
た
の
は
大
学
時
代
の
友
人
の
紹

介
か
ら
で
し
た
。 

夫
の
海
外
駐
在
に
伴
い
公
立
高
校
教
諭
を
退
職
、
帰
国
後

に
通
信
制
高
校
で
講
師
と
し
て
勤
務
、
普
通
科
で
授
業
す
る

の
は
十
数
年
ぶ
り
で
最
初
は
不
安
と
戸
惑
い
の
連
続
で
し

た
。
さ
ら
に
当
時
は
突
然
始
ま
っ
た
家
庭
科
の
授
業
に
反
発

す
る
生
徒
達
も
多
く
一
ク
ラ
ス
五
十
五
名
の
男
子
高
生
を

相
手
に
毎
回
必
死
だ
っ
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

そ
こ
か
ら
昨
年
退
職
す
る
ま
で
「
男
子
校
で
の
家
庭
科
教

育
」
に
携
わ
り
男
子
校
な
ら
で
は
の
様
々
な
経
験
を
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。 

灘
校
で
は
高
一
に
加
え
中
一
の
家
庭
科
も
担
当
し
週
二

回
の
勤
務
と
な
り
ま
し
た
が
、
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
実
習
や
外

部
講
師
を
招
い
て
の
講
演
、
家
庭
科
室
が
な
い
た
め
休
業
日

に
食
堂
を
借
り
て
行
う
調
理
実
習
な
ど
特
別
授
業
が
多
く

調
整
や
準
備
が
大
変
で
し
た
。 

授
業
は
プ
リ
ン
ト
中
心
で
ワ
ー
ク
や
実
習
も
出
来
る
だ

け
取
り
入
れ
、
高
校
卒
業
後
に
一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
生
徒

達
が
少
し
で
も
生
活
面
で
自
立
出
来
る
よ
う
考
え
ま
し
た
。

厳
し
い
入
試
を
突
破
し
て
来
た
生
徒
達
は
非
常
に
合
理
的

で
時
間
の
使
い
方
が
上
手
く
課
題
の
処
理
能
力
も
早
い
子

が
多
か
っ
た
の
で
テ
ン
ポ
良
く
授
業
を
進
め
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
し
た
。 

た
だ
大
学
受
験
と
無
関
係
な
家
庭
科
に
対
し
て
関
心
も

学
ぶ
意
欲
も
低
く
「
家
庭
科
の
面
白
さ
を
伝
え
た
い
」
と
他

科
目
と
の
連
携
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

導
入
な
ど
試
行
錯
誤
を
重
ね
ま
す
。 

そ
の
中
で
灘
校
の
生
徒
同
士
で
助
け
合
う
文
化
や
各
人

の
個
性
的
な
視
点
・
鋭
い
も
の
の
捉
え
方
な
ど
生
徒
か
ら
学

ぶ
事
は
多
く
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
特
に
探
究
学
習
を
通
し

て
彼
ら
の
好
奇
心
の
扉
が
開
き
変
化
す
る
様
子
は
と
て
も

印
象
深
い
も
の
で
し
た
。 

特
集 

家
庭
科
教
育
の
移
り
変
わ
り 



は
じ
め
に

昨
今
の
日
本
は
も
の
に
あ
ふ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

レ
ベ
ル
の
品
質
の
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
に
妥
当
な
価

格
で
入
手
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
の
人
気
は
衰
え
ず
、
多
く
の
人
が
手
芸
な

ど
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
活
動
を
行
い
、
か
つ
、
社
会

に
向
け
て
発
信
し
て
い
る
。
そ
の
活
動
を
仕
事
で

あ
る
か
趣
味
で
あ
る
か
に
関
わ
ら
ず
「
生
涯
活
動
」

と
位
置
づ
け
る
時
、
そ
の
内
容
の
充
実
度
や
選
択

肢
の
広
が
り
は
、
そ
の
人
の
人
生
に
お
い
て
重
要

な
要
素
と
な
る
。

他
方
、
現
在
の
文
科
省
の
学
習
指
導
要
領
に
は

「
生
徒
に
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
指
す
」

と
い
う
方
針
が
明
記
さ
れ
、
「
生
き
る
力
」
と
は

「
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
力
の
こ
と
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
単
に
収
入
を
得
る

能
力
や
家
事
な
ど
の
生
活
能
力
で
は
な
く
心
豊
か

に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
能
力
を
意
味
す
る
と
解

釈
す
る
と
「
生
き
が
い
」
と
も
言
え
る
生
涯
活
動

を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
選
択
肢
は
ど

の
児
童
・
生
徒
に
も
平
等
に
広
く
与
え
ら
れ
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
た
こ
と
が
、
こ

の
研
究
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
家
庭
科
教
育
に
つ
い
て
の
研
究
報
告

は
多
数
あ
り
、
衣
生
活
関
連
の
教
育
内
容
に
つ
い

て
も
、
過
去
か
ら
の
変
遷
や
今
後
の
可
能
性
に
言

及
し
た
研
究
報
告
や
事
例
報
告
は
数
多
い
。
し
か

し
そ
れ
ら
は
、
生
活
に
必
要
な
衣
生
活
の
知
識
・

技
術
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
豊
か

な
人
間
性
を
目
指
す
生
涯
活
動
の
観
点
か
ら
論
じ

た
も
の
は
少
な
く
、
そ
の
観
点
に
お
い
て
本
研
究

に
新
規
性
を
見
出
せ
る
と
考
え
た
。

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
担
い
手

近
年
の
日
本
で
は
、
全
国
各
地
の
大
型
展
示
会

場
で
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
、
手
作
り
の
商
品

を
展
示
・
販
売
す
る
出
展
（
店
）
者
や
関
連
業
者

の
ブ
ー
ス
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
。
特
に
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
キ
ル
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の

キ
ル
ト
展
や
、
日
本
ホ
ビ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
の
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

イ
ベ
ン
ト
は
い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
も
盛
況

で
、
今
や
関
連
業
界
の
一
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
参
加
者
の
作
品
に
見
ら
れ
る

年
齢
層
に
よ
る
大
き
な
違
い
は
、
製
作
に
縫
製
作

業
を
含
む
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
キ
ル

ト
展
の
参
加
者
の
年
齢
層
は
六
十
代
〜
八
十
代
ぐ

ら
い
を
中
心
と
し
て
お
り
、
そ
の
作
品
は
縫
製
を

伴
う
キ
ル
ト
が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
年
代
は
、

洋
裁
学
校
が
隆
盛
期
を
迎
え
た
頃
に
青
春
時
代
を

送
っ
た
年
齢
層
を
含
ん
で
お
り
、
裁
縫
が
生
活
の

身
近
に
あ
っ
た
時
代
を
生
き
て
来
た
人
々
で
あ
る

と
言
え
る
。
そ
れ
と
比
較
し
て
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
者
は
十
代
〜
四
十
代
が
中
心
で
、

す
で
に
既
製
服
が
浸
透
し
、
生
活
の
中
か
ら
裁
縫

が
消
え
、
ミ
シ
ン
す
ら
無
い
家
庭
も
少
な
く
な
い

時
代
に
生
き
て
い
る
年
齢
層
の
人
々
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
作
品
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
圧
倒
的

に
多
く
、
縫
製
作
業
を
含
ま
な
い
こ
と
が
多
い
。

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
担
い
手
の
年
齢
層
と
作
品
の
特

徴
に
有
意
な
相
関
が
有
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
は
既

製
服
産
業
の
発
展
と
共
に
家
庭
で
の
裁
縫
の
機
会

が
減
っ
た
と
い
う
時
代
背
景
の
影
響
と
捉
え
る
こ

と
も
で
き
る
が
、
単
に
時
代
の
流
れ
と
言
い
切
る

に
は
違
和
感
を
覚
え
る
よ
う
な
時
代
の
ズ
レ
が
そ

こ
に
は
あ
っ
た
。

既
製
服
産
業
の
発
展
と
裁
縫
教
育

学
校
の
家
庭
科
に
お
け
る
裁
縫
教
育
の
内
容
や

配
分
は
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

既
製
服
産
業
の
発
展
に
よ
り
家
庭
で
の
裁
縫
の
必

要
性
が
低
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
短
い
ス
パ

ン
で
そ
の
変
化
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
既
製
服
産

業
が
発
展
し
た
時
期
と
、
学
校
で
の
裁
縫
教
育
の

割
合
が
減
っ
て
き
た
時
期
に
は
ズ
レ
が
あ
る
。
衣

服
を
購
入
し
て
入
手
す
る
時
代
に
な
っ
て
か
ら
も
、

存
外
に
長
ら
く
、
家
庭
科
に
お
い
て
裁
縫
教
育
が

行
わ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
代

に
児
童
・
生
徒
で
あ
っ
た
人
は
、
家
庭
裁
縫
が
身

近
に
あ
っ
た
時
代
を
生
き
た
人
々
と
同
程
度
に
、

布
を
縫
製
し
て
何
か
を
作
る
こ
と
へ
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
な
い
と
考
え
る
。
逆
に
、
学
校
で
裁
縫
教

育
を
受
け
た
こ
と
が
無
け
れ
ば
「
衣
服
は
人
の
手

で
作
ら
れ
る
も
の
」
と
い
う
認
識
さ
え
持
て
な
い

こ
と
も
起
こ
り
得
る
。
印
象
的
な
話
と
し
て
、
大

学
の
あ
る
助
手
が
教
え
て
く
れ
た
次
の
よ
う
な
会

話
が
あ
る
。
裁
縫
実
習
の
授
業
中
に
「
み
ん
な
の

服
も
こ
ん
な
風
に
誰
か
が
縫
製
し
て
い
る
ん
だ
よ
。
」

と
言
う
と
学
生
が
「
人
が
一
つ
一
つ
作
っ
て
い
る

と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
服
も
お
菓
子
み
た
い
に
工

場
の
機
械
で
ポ
ン
っ
て
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
。
」

と
語
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ん
ら
か
の

裁
縫
教
育
を
受
け
た
こ
と
が
あ
れ
ば
出
て
こ
な
い

発
想
で
あ
る
。
こ
の
世
代
の
人
々
が
、
そ
れ
で
も

何
か
を
作
り
表
現
し
た
い
と
思
え
ば
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
な
ど
縫
製
作
業
を
含
ま
な
い
製
作
の
方
が
親

し
み
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
こ
の
世

代
で
、
も
の
づ
く
り
の
セ
ン
ス
が
あ
り
、
器
用
な

製
作
者
が
縫
製
作
業
に
手
を
出
さ
な
い
こ
と
は
非

常
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
。

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
担
い
手
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
裁
縫
教
育
の
経
験
値
の

違
い
が
そ
の
後
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
活
動
に
な
ん
ら

か
の
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
活
動
を
趣
味
の
域
を
越
え
た
範
囲
で
行
っ

て
い
る
人
を
中
心
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
い

る
。
今
回
は
、
そ
の
う
ち
の
３
名
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。
（
次
ペ
ー
ジ

左
上
表
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
と
学
習
指
導
要
領

三
名
の
製
作
物
の
差
が
顕
著
で
あ
っ
た
中
学
家

庭
科
に
つ
い
て
、
学
習
指
導
要
領
を
確
認
す
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
①

1958

年
告
示
の
学
習
指
導
要
領
が
適
用
さ
れ
た
。

科
目
名
は
「
技
術
・
家
庭
」
と
な
り
、
女
子
向
き
・

男
子
向
き
と
区
別
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
被
服

製
作
に
つ
い
て
洋
裁
・
和
裁
を
含
む
。
そ
の
前
の

改
訂
は1956

年
発
行
と
直
近
で
あ
り
、
製
作
物
例

を
見
る
と
洋
裁
・
和
裁
と
も
に
高
い
技
術
を
必
要
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と
す
る
内
容
で
あ
る
。
短
期
間
で
大
き
な
改
訂
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
裁
縫
教
育
の
過
渡
期
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
教
育
現
場
で
も
教
員
に
よ
っ
て
内

容
の
差
が
大
き
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
被
服

製
作
の
題
材
例
は
、
ブ
ラ
ウ
ス
、
ス
カ
ー
ト
、
ワ

ン
ピ
ー
ス
、
パ
ジ
ャ
マ
、
ひ
と
え
長
着
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
②

1969

年
告
示
の
学
習
指
導
要
領
が
適
用
さ
れ
た
。

科
目
名
は
「
技
術
・
家
庭
」
で
あ
り
、
女
子
向
き
・

男
子
向
き
と
区
別
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
被
服

製
作
に
つ
い
て
は
、
和
裁
を
含
ま
な
く
な
る
。
被

服
製
作
の
題
材
例
は
ブ
ラ
ウ
ス
、
ス
カ
ー
ト
、
ワ

ン
ピ
ー
ス
、
パ
ジ
ャ
マ
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
③

1989

年
告
示
の
学
習
指
導
要
領
が
適
用
さ
れ
た
。

男
女
共
修
と
な
り
、
被
服
全
体
の
目
標
と
し
て

「
日
常
着
及
び
簡
単
な
手
芸
品
の
製
作
を
通
し
て
、

生
活
と
被
服
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
、
衣

生
活
を
快
適
に
す
る
能
力
を
養
う
」
と
の
記
述
が

あ
る
が
、
具
体
的
な
題
材
例
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な

い
。
男
女
共
修
で
被
服
製
作
の
題
材
を
女
性
用
衣

服
に
限
定
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
と
考
え
る
。

対
象
者
①
の
幼
少
期
は
既
製
服
産
業
が
飛
躍
的
に

発
展
す
る
前
の
時
期
で
あ
り
、
減
っ
た
と
は
言
え

和
服
も
ま
だ
生
活
の
中
に
存
在
し
た
が
、
一
般
的

な
日
常
着
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
の
で
、

実
際
の
衣
生
活
と
学
校
で
の
裁
縫
教
育
に
多
少
の

乖
離
が
見
ら
れ
る
。

対
象
者
②
が
中
学
生
の
頃
に
は
既
製
服
が
充
分
に

発
展
し
て
お
り
、
衣
服
は
作
る
も
の
で
は
な
く
購

入
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
和
服
は
す
で
に
日

常
着
で
は
な
く
、
被
服
製
作
に
和
裁
を
含
ま
な
い

こ
と
は
実
生
活
と
一
致
し
て
い
る
が
、
洋
服
に
関

し
て
は
実
生
活
と
学
校
で
の
裁
縫
教
育
が
か
け
離

れ
て
い
る
と
言
え
る
。
学
習
指
導
要
領
は
、
時
代

に
よ
る
家
庭
生
活
の
変
化
と
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

変
化
し
て
い
く
が
、
実
際
の
社
会
の
変
化
を
確
実

に
見
極
め
な
が
ら
改
訂
さ
れ
て
い
く
の
で
、
時
間

差
が
生
じ
る
の
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

対
象
者
③
は
、
学
習
指
導
要
領
に
は
被
服
製
作
の

記
載
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
衣
服
と
言
え
る
も
の

の
製
作
実
習
は
減
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
既
製
服
が

完
全
に
定
着
し
た
実
際
の
衣
生
活
と
一
致
し
て
い

る
。
ま
た
対
象
者
③
の
「
衣
服
は
自
分
で
作
れ
る

気
が
し
な
い
」
と
い
う
発
言
は
、
衣
服
製
作
を
経

験
し
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
、

裁
縫
教
育
と
現
在
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
活
動
と
の
関

連
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
：
新
た
な
被
服
製
作
モ
デ
ル

時
代
が
進
み
、
家
庭
で
の
衣
生
活
と
学
習
指
導

要
領
が
移
り
変
わ
り
、
家
庭
か
ら
も
学
校
教
育
か

ら
も
「
衣
服
は
人
の
手
で
作
ら
れ
る
も
の
」
と
い

う
認
識
が
得
ら
れ
に
く
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
を
比
較
す
る
こ

と
に
よ
り
わ
か
っ
て
き
た
。

「
衣
服
は
人
の
手
で
作
ら
れ
る
も
の
」
と
い
う

認
識
が
で
き
る
よ
う
な
裁
縫
教
育
と
は
、
か
つ
て

家
庭
生
活
の
中
で
必
要
と
さ
れ
た
花
嫁
修
業
と
も

違
い
、
職
業
訓
練
と
も
違
う
、
新
た
な
被
服
製
作

モ
デ
ル
（
題
材
と
手
法
）
を
必
要
と
す
る
。
中
学

校
の
数
学
の
目
標
に
は
「
数
学
的
活
動
の
楽
し
さ

や
数
学
の
よ
さ
を
実
感
し
」
と
い
う
一
文
が
含
ま

れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
「
楽
し
さ
」
と
「
よ
さ
」

を
実
感
す
る
こ
と
が
学
校
教
育
の
目
的
で
あ
っ
て

も
良
い
の
だ
。
被
服
製
作
に
は
「
型
紙
が
難
し
い
」

「
ミ
シ
ン
が
使
え
な
い
」
「
不
器
用
だ
か
ら
で
き

な
い
」
な
ど
「
特
別
な
人
に
し
か
で
き
な
い
」
と

い
う
固
定
観
念
が
あ
る
よ
う
だ
。
「
作
る
こ
と
が

で
き
る
」
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
で
あ
れ
ば
、
題

材
は
既
製
服
や
注
文
服
の
よ
う
に
仕
上
が
り
に
こ

だ
わ
る
必
要
は
無
く
、
ま
た
昨
今
の
家
庭
用
ミ
シ

ン
は
初
心
者
に
も
使
い
や
す
く
で
き
て
お
り
特
別

な
才
能
は
要
し
な
い
。
型
紙
製
図
は
立
体
化
の
手

法
と
し
て
図
学
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
、
別
に
ア

プ
ロ
ー
チ
の
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
過

去
の
指
導
要
領
と
教
材
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
過

去
の
実
績
に
は
と
ら
わ
れ
ず
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
等
を
通
し
て
得
た
知
見
を
活
か
し
、
現
代
の
衣

生
活
か
ら
か
け
離
れ
な
い
こ
と
も
考
慮
し
「
生
き

る
力
」
を
養
う
た
め
に
よ
り
適
切
な
被
服
製
作
モ

デ
ル
を
構
築
し
提
案
す
る
こ
と
を
本
研
究
の
目
的

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
調
査
を
進
め
て
い
く
。
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昨
年
、
県
支
部
よ
り
卒
後
五
十
五
年
の
お
祝
を

頂
戴
致
し
ま
し
た
。
そ
の
美
し
い
若
狭
塗
の
お
箸

で
食
事
を
す
る
度
、
佐
保
会
と
の
半
世
紀
の
出
来

事
が
蘇
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
五
十
余
年
、
佐
保
会

の
先
輩
方
と
の
ご
縁
を
通
し
て
過
ご
し
た
歳
月
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

神
戸
市
内
の
高
校
に
勤
め
始
め
た
頃
、
生
徒
指

導
に
困
っ
て
い
ま
し
た
。
運
よ
く
佐
保
会
の
先
輩

が
隣
で
私
に
代
わ
り
問
題
の
生
徒
に

ピ
シ
ッ
と

落
着
い
た
凛
と
し
た
声
で
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
和
や
か
に
生
徒
と
向
き
合
い
話
す
先
輩

に
教
師
と
し
て
の
姿
勢
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
日
々

の
職
場
で
色
々
な
相
談
に
も
厳
し
く
も
温
か
い
助

言
を
も
ら
い
つ
つ
教
員
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

次
第
に
佐
保
会
主
催
の
色
々
な
行
事
に
誘
っ
て
も

ら
い

楪
の
会
の
前
身
、
佐
保
婦
人
学
級
で
は
料

理
・
手
芸
・
古
典
講
座
・
歴
史
探
訪
・
音
楽
会
と

仕
事
以
外
の
場
で
の
出
会
い
は
新
鮮
な
喜
び
で
し

た
。
佐
保
会
の
集
ま
り
で
学
ぶ
立
場
に
変
わ
る
と

不
思
議
に
気
持
は
学
生
時
代
に
戻
り
ま
し
た
。
か

つ
て
の
勤
務
校
付
近
を
通
る
た
び
先
輩
の
凛
と
し

た
声
が
聞
こ
え
る
気
が
し
ま
す
。

私
は

母
親
、
夫
の
介
護
の
た
め
定
年
を
五
年

残
し
退
職
し
ま
し
た
。
現
在
、
高
齢
者
施
設
に
い

る
百
五
歳
の
母
親
は

今
朝
の
こ
と
は
忘
れ
て
も

昔
の
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
る
の
に
は
閉
口
し
ま

す
。
か
つ
て
の
私
と
の
口
喧
嘩
な
ど
リ
ア
ル
に
再

現
し
ま
す
。
月
に
二
、
三
回
は
訪
ね
ま
す
が
、
い

つ
も
久
し
振
り
の
様
子
で
す
。
時
に
は

私
も
二

十
代
に
戻
っ
た
り
、
ま
た
あ
る
時
は
「
親
切
な
お

方
」
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ま
ん
ま
受
け
入
れ
る
と

母
も
穏
や
か
に
微
笑
み
を
湛
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
後
、
こ
の
不
思
議
を
時
の
流
れ
を
楽
し
む
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
日
々
の
中
で
の
楽
し
み
は

日
本
一
短

い
詩
「
俳
句
」
で
す
。
き
っ
か
け
は

や
は
り
、

佐
保
会
の
先
輩
の
誘
い
で
し
た
。
面
白
そ
う
と
好

奇
心
か
ら
初
め
て
句
会
に
参
加
し
て
か
ら
彼
こ
れ

二
十
五
年
た
ち
ま
す
。
仲
間
に
農
園
を
営
む
人
や

歴
史
に
詳
し
い
人
達
が
い
て
四
季
折
々
の
自
然
や

伝
統
の
催
し
に
参
加
し
て
行
く
う
ち
、
そ
の
魅
力

に
取
り
つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
苦
吟
し
つ
つ

も

自
分
の
思
い
を
表
す
言
葉
に
出
合
う
達
成
感

が
魅
力
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
っ
た
一
七
文
字
で

す
が
、
ど
れ
だ
け
深
い
表
現
が
出
来
る
か
試
行
錯

誤
し
て
い
ま
す
。
俳
句
が
日
々
の
日
記
と
な
っ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

何
も
か
も
忘
れ
し
人
と
夕
桜

（
母
と
平
等
院
を
散
歩
）

ゆ
っ
た
り
と
あ
ば
ら
を
包
む
藍
浴
衣

（
退
院
後
の
夫
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
よ
り
の
黙
帰
省
の
子

（
無
口
な
孫
息
子
）

献
花
へ
と
一
歩
踏
み
出
す
炎
天
下

（
京
ア
ニ
フ
ア
ン
の
孫
娘
）

大
学
卒
業
後
、
留
学
と
出
産
育
児
休
暇
を
除
き

一
般
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
連
の
仕
事
に
就

い
て
ま
し
た
が
、
四
十
七
歳
で
外
資
系
製
薬
会
社

を
退
職
し
ま
し
た
。
数
年
の
介
護
も
含
め
夫
と
自

分
の
両
親
を
見
送
り
終
え
た
時
、
五
十
四
歳
に
な
っ

て
ま
し
た
。
翌
年
子
ど
も
が
大
学
生
に
な
り
、
こ

れ
か
ら
先
の
人
生
を
有
意
義
で
楽
し
く
過
ご
せ
る

よ
う
改
め
て
考
え
ま
し
た
。

職
業
生
活
に
意
欲
は
あ
り
ま
し
た
が
ブ
ラ
ン
ク

が
長
か
っ
た
の
で
某
大
学
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
で
学
び
パ
ー
ト
で
再
就
職
す
る
一
方
、
趣

味
を
再
開
し
た
り
か
ね
て
よ
り
興
味
の
あ
っ
た
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
り
し
な
が
ら
還
暦
を
迎
え
る
頃
に
方
向
性

を
定
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
ち
ょ
う
ど
還
暦
の
年
に
コ
ロ
ナ
禍
と
な

り
、
そ
れ
ま
で
の
考
え
を
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
ま
し
た
。
ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
始
ま
り
、

こ
れ
ま
で
当
然
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
社
会
や

考
え
は
必
ず
し
も
常
に
保
障
さ
れ
て
る
も
の
で
は

な
く
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
事
を
実
感
し
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
は
ワ
ク
チ
ン
の
お
か
げ
も
あ
り
ウ
イ

ズ
コ
ロ
ナ
で
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
、
私
も

趣
味
の
ピ
ア
ノ
と
バ
レ
エ
を
再
開
し
、
朝
夕
の
犬

の
散
歩
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で
近
隣
の
人
と
の
交
流

を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
越
し

で
は
あ
り
ま
す
が
友
人
と
対
面
で
会
う
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
よ
う
な
事

が
お
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ
う
な
変

化
を
心
配
し
す
ぎ
る
事
な
く
様
々
な
準
備
を
怠
ら

ず
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
処
で
き
る
よ
う
な
心
身
の

自
分
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
二
年
間
中
止
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
第
四
五
回
睦
会
を
三
年
ぶ
り
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
令
和
四
年
十
月
二
十
日
、

秋
晴
れ
の
も
と
二
九
名
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

門
脇
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
サ
ッ
ク
ス
奏
者
の

梶
田
勇
氏
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
音
楽
の
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」

と
銘
打
っ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
九
六
〇
年
代

の
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
軽
快
な
曲
か
ら
始
ま
り
、
梶
田

氏
の
説
明
を
交
え
な
が
ら
各
年
代
の
曲
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
頭
の
中
に
は
、

サ
ッ
ク
ス
の
曲
と
と
も
に
若
い
こ
ろ
の
思
い
出
が

よ
み
が
え
り
、
梶
田
氏
の
「
音
楽
と
香
り
は
記
憶

を
呼
び
起
こ
す
」
と
い
う
言
葉
を
実
感
す
る
こ
と
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Ｓ
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今
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管
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Ｓ
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文
社
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が
で
き
ま
し
た
。
最
後
は
ま
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
の

「
イ
エ
ス
タ
デ
ィ
」
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
曲
ま
で
演
奏
し
て
い
た
だ
き
、
三
十

分
間
の
予
定
が
四
五
分
間
を
超
え
る
熱
演
と
な
り
、

ジ
ャ
ズ
の
名
曲
を
楽
し
み
ま
し
た
。

次
は
お
食
事
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、

各
テ
ー
ブ
ル
は
四
～
五
名
の
少
人
数
に
し
て
も
ら

い
、
卒
業
年
度
の
近
い
方
同
士
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
べ
る
と
き
は
黙
食
で
、

話
す
と
き
は
マ
ス
ク
を
し
て
と
、
お
願
い
し
ま
し

た
が
、
久
し
ぶ
り
の
会
食
で
お
話
が
弾
ん
だ
よ
う

で
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
予
定
の
時
間
が
過
ぎ
、

校
歌
斉
唱
の
あ
と
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和4年11月11日(金)秋晴れのもと、佐保会と兵庫県支部との共催で佐保塾史

跡めぐりを開催しました。

1都2府3県から参加のあった48名は4班に分かれ、タウンガイドKOBE24のガイ

ドさんの案内でJR三ノ宮駅前を出発し、明治時代に生田川が埋め立てられてで

きたフラワーロードを通り東遊園地を経て旧居留地に行きました。

旧居留地は、1868年兵庫開港の際に、日本人と外国人との紛争を避けるため、

開港場と外国人居留地は当時の市街地(兵庫津)からは3.5㎞東に離れた神戸村の、

東は旧生田川、西は鯉川、北は西国街道、南は海岸という500ｍ四方の地域に造

成されたもので、格子状街路、公園、街灯、下水道等が整備され126区画に分割

された街です。

建物の歴史や建築様式等の詳しい説明を受けなが

ら建物を見上げると、壁面に意匠を凝らしたレリー

フが施されていました。また、古い建物の外観を保

存し中に高層ビルを建てて景観保存に力を入れてい

る取り組みも目の当たりにしました。

旧神戸居留地十五番館は現存する唯一の居留地時

代の建築物です。平成元年に国の重要文化財に指定

されましたが、阪神・淡路大震災で全壊。その後、

倒壊前の部材70%を使用して耐震構造で復元されました。散策の最後に十五番館

内にあるレストランを貸し切りにして特別メニューの昼食をいただきながら親

交を深めました。

これまで見過ごしていた事を、写真や古地図を交えた説明を聞くことによっ

て、歴史や建築物への理解が深まった一日でした。

皆様も、ぜひ機会をつくってお出かけください。

第22回佐保塾史跡めぐり ～神戸旧居留地散策～

支部会員の交流や活動にITが少しでも役立てばという思いで、ITサロンの運営と事務局や楪の会等からの

情報発信のお手伝いをしています。

ITサロンは、コロナ禍で2年程開催ができませんでしたが、今年度はほぼ計画通り開催できています。支部

だよりやHPに予定を載せていますが、その時の参加者からの質問や話題を元に、和気あいあいと緩い方向感

で実施していますので、もし敷居が高いなと思っておられる方や、もっとパソコンやスマホを活用したいと

思っておられる方がいらしたら、どうぞ気軽にご参加下さい。

メールアドレスを登録されている方には、支部からのメールマガジンでタイムリーな情報が届いていると

思いますが、今後は会員からの意見や要望が簡単にネットから送れるような機能を工夫し、双方向のコミュ

ニケーションも活性化できれば良いと考えています。

ITの発達と普及によって、私達の活動や人との繋がりは、物理的・年齢・体力など様々な制約から解放さ

れて行う事が可能になってきました。佐保会は人的無形財産の宝庫だと思っていて、支部内だけでなく全世

界／世代レベルで会員ネットワークが作れれば、大きな力となって色々な課題解決に貢献できると考えてい

ます。その実現にITは必須且つ資するものだと思っています。

これからも色々と模索・チャレンジをしていきたいと思いますので、どうか皆様のご協力と忌憚の無いご

意見をお願い致します。

ホームページ（HP）研究会（ITサロン） S53理数 丸岡 玲子
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◎ 編集後記 ◎

コロナ禍が依然続いておりますが、その中でも今年度は、総会をはじめ、各種の活動が対面で和やかに行

われました。紙面からその様子が少しでも伝われば嬉しく思います。

原稿を寄せてくださった皆様、編集へのご教示をくださった役員の皆様に深く感謝申し上げます。

編集委員：神戸市須磨区 中村、星野


